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◇
終
わ
り
に

　

会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、「
文
化
の
受
け
皿

の
必
要
性
を
感
じ
た
」、「
中
央
志
向
に
傾
く
自

分
を
改
め
た
い
」
な
ど
の
意
見
も
聞
か
れ
、
大

変
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
口
県
文
化
連
盟
で
は
、
山
口
県
と
い
う
土

壌
の
中
で
、
地
域
の
文
化
を
育
て
、
文
化
に
触

れ
参
加
す
る
喜
び
や
感
動
を
多
く
の
人
に
伝
え

て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
文
化
の
受
け
皿
づ

く
り
な
ど
、様
々
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
品
展
示
に
携
わ
る
な
ど
、
文

化
活
動
へ
の
参
加
の
仕
方
は
様
々
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
人
た
ち
が
生
き
生
き
と
発
表
す
る
場

を
創
っ
て
、
そ
れ
を
地
方
か
ら
発
信
し
て
い
き

た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、古
川
先
生
が
昨
年
刊
行
さ
れ
た「
斜

陽
に
立
つ
」
を
執
筆
さ
れ
て
い
た
当
時
の
心
境

や
、
郷
土
の
こ
と
を
書
く
時
の
心
構
え
な
ど
、

興
味
深
い
お
話
が
次
々
と
飛
び
出
し
、
絶
妙
な

テ
ン
ポ
で
進
ん
だ
対
談
は
、
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

文
化
講
演
会
を
開
催

一
人
と
し
て
、
直
木
賞
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て

い
た
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
普
段
は
な
か
な

か
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
お
話
も
御
披

露
い
た
だ
き
、
会
場
の
参
加
者
は
大
変
興
味
深

く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

報
告

第
一
部
：
講 

演

　

演
題
：「
地
方
の
土
壌
か
ら
創
り
出
す
も
の
」

　

講
師
：
古
川　

薫 

先
生
（
直
木
賞
作
家
）

　

冒
頭
、
熊
本
県
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
、
樋ひ

口ぐ
ち

了り
ょ
う

一い
ち

さ
ん
が
唄
う
『
認
知

症
の
歌
』
を
紹
介
さ
れ
、
こ
の
歌
に
は
熊
本
の

民
謡
「
五
木
の
子
守
唄
」
と
同
様
に
、
地
方
の

土
壌
が
生
ん
だ
人
間
の
温
か
さ
や
優
し
さ
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
歌
の
よ
う
に
、
中
央
で
評
価
さ
れ
、
全
国

に
発
信
さ
れ
る
文
化
や
芸
術
を
創
り
出
す
土
壌

が
地
方
に
は
あ
る
こ
と
を
、
同
人
雑
誌
の
創
作

活
動
を
原
点
と
し
、
そ
の
後
中
央
で
開
花
し
た

多
く
の
作
家
の
話
な
ど
を
交
え
な
が
ら
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
を
中
央
志
向
的
に
楽
し
む
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
創
り
出
す
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地

方
に
土
壌
と
し
て
の
文
化
の
受
け
皿
を
つ
く
り
、

み
ん
な
で
文
化
を
育
て
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
先
生
御
自
身
が
、
西
国
三
人
衆
の

第
二
部
：
対 

談

　

テ
ー
マ
：「
文
化
の
力
で
地
域
を
元
気
に
」

　

対
談
者
：
古
川　
　

薫 

先
生（
直
木
賞
作
家
）

　
　
　
　
　

福
田
百
合
子 

先
生

（
中
原
中
也
記
念
館
館
長
）

　

福
田
先
生
が
進
行
役
と
な
っ
た
対
談
で
は
、

古
川
先
生
の
講
演
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、「
文

化
の
受
け
皿
づ
く
り
」
や
「
こ
れ
か
ら
の
文
化

の
在
り
方
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
進
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

古
川
先
生
は
、
文
化
を
育
て
る
に
は
市
民
の

参
加
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
文

化
や
芸
術
に
触
れ
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
文
化

の
受
け
皿
の
拠
点
と
な
る
文
化
施
設
を
日
常
生

活
の
中
に
根
付
か
せ
、
市
民
が
支
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

福
田
先
生
は
、
歌
を
歌
う
、
文
章
を
書
く
、
ボ

　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
八
日
㈬
、
県
立
山
口

図
書
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
（
山
口
市
）
に
お

い
て
、
直
木
賞
作
家
の
古
川
薫
先
生
と
中
原
中

也
記
念
館
館
長
の
福
田
百
合
子
先
生
を
講
師
に

お
迎
え
し
て
、文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
各
地
域
か
ら
多

く
の
方
々
に
御
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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な
ど
の
伝
統
行
事
、
童
謡
詩
人
「
金
子

み
す
ゞ
」
の
詩
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
書

き
下
ろ
し
た
歌
舞
伎
手
法
に
よ
る
創
作

舞
台
を
、
公
募
出
演
者
と
地
元
の
文
化

芸
術
団
体
の
皆
さ
ん
が
熱
演
し
ま
し
た
。

公
演
は
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客

の
大
き
な
感
動
を
呼
び
、
多
く
の
方
か

ら
再
演
の

要
望
が
寄

せ
ら
れ
る

な
ど
、
大

成
功
を
収

め
ま
し

た
。

◇
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
発
表

（
開
催
日
：
十
一
月
一
日
〜
三
日
）

　

国
民
文
化
祭
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
の
力
で
夢
や
ア
イ

デ
ア
の
実
現
に
挑
戦
す
る
「
子
ど
も
夢
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、地
元
の
応
援
グ
ル
ー

プ
を
加
え
て
十
七
グ
ル
ー
プ
、
約
七
〇
〇
名

の
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
溢
れ
る
歌
や
ダ
ン

ス
、
劇
、
伝
統
芸
能
な
ど
を
披
露
し
た
ほ
か
、

　
国
民
文
化
祭
の
成
果
を
継
承
し
、山
口
県
の
さ
ら
な
る
文
化
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

第
二
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
県
文
化
連
盟
も
、
県
や
市
町
等
と
連
携
し
、
総
合
芸
術
文
化
祭
の
実
施
と
運
営
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
三
日
間
、
長

門
市
の
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
を
会
場
と
し
て
、「
メ

イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

◇
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

（
開
催
日
：
十
一
月
二
日
）

第
一
部　

俵
山
子
ど
も
歌
舞
伎

　

長
門
市
俵
山
地
区
に
江
戸
時
代
か
ら
伝

わ
る
「
俵
山
女
歌
舞
伎
」
の
継
承
に
取
り

組
む
長
門
市
の
俵
山
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
に
よ
る

俵
山
子
ど
も

歌
舞
伎
が
披

露
さ
れ
、
華

麗
な
踊
り
と

堂
々
と
し
た

演
技
が
観
客

を
魅
了
し
ま

し
た
。

第
二
部　

創
作
舞
台
公
演「
長な

が
と
の
く
に
く
じ
ら
え
こ
う
も
の
が
た
り

門
鯨
回
向
外
伝
」

　

歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
笑え

み

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
が
、

長
州
捕
鯨
の
中
心
地
で
あ
っ
た
長
門
市
に

伝
わ
る
言
い
伝
え
や
「
鯨
唄
」、「
鯨
回
向
」

文
化
連
盟
の
講
師
が
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

地
域
の
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業

　

山
口
県
文
化
連
盟
で
は
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、文
化
連
盟
の
会
員
の
中
か
ら
、

地
域
で
行
わ
れ
る
各
種
文
化
教
室
、
学
校
で
の
部
活

動
等
に
お
い
て
実
技
指
導
や
講
義
な
ど
を
行
う
講
師（
指

導
者
）
を
紹
介
し
、
派
遣
し
て
い
ま
す
。

注
目
！

◇
実
施
の
流
れ

　

 

・ 

①
申
込
み
・
申
請
（
利
用
者
）
↓
②
講
師
紹
介
（
事

務
局
）
↓
③
打
合
せ
（
講
師
・
利
用
者
）
↓
④
実

技
指
導
・
講
座
等
実
施

◇
経
費
負
担

　

・ 

山
口
県
文
化
連
盟
の
負
担
で
、
一
回
の
指
導
に
つ

き
交
通
費
相
当
額
二
、〇
〇
〇
円
（
税
額
控
除
後
）

を
支
給
す
る
。

　

・ 

申
請
者
（
利
用
者
）
に
謝
金
、
交
通
費
の
支
給
は

求
め
な
い
。

　

・ 

お
花
や
お
菓
子
な
ど
の
材
料
費
は
申
請
者（
利
用
者
）

の
負
担
と
す
る
。

◇
講
師
（
指
導
者
）
の
要
件

　

・ 

山
口
県
文
化
連
盟
に
加
盟
す
る
団
体
（
正
会
員
）

に
所
属
す
る
こ
と
。

　

・ 

地
域
や
学
校
等
の
文
化
芸
術
活
動
に
お
い
て
実
技

指
導
・
講
義
な
ど
が
行
え
る
こ
と
。

＊ 

随
時
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、多
く
の
会
員
の

皆
様
の
講
師（
指
導
者
）へ
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

講
師
と
し
て
参
加
し
て

　

 

戸
山　

和
恵
（
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
）

　

普
段
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
、
お
菓
子
や
お
茶

を
い
た
だ
く
時
は
、
お
隣
り
に
「
お
先
に
」
と
声
を
か
け
て
か

ら
、
そ
し
て
「
お
点て

前ま
え

頂
戴
い
た
し
ま
す
」
と
言
っ
て
お
茶
を

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
作
法
を
通
し
て
、
自
然
に
思
い

や
り
と
感
謝
の
心
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
帛ふ

く

紗さ

の
さ
ば
き
方
、

棗な
つ
めや
茶ち

ゃ

杓し
ゃ
くの
清
め
方
、
茶ち

ゃ

筅せ
ん

通と
お

し
、
茶ち

ゃ

盌わ
ん

の
拭ふ

き
方
な
ど
一
つ

一
つ
の
手
順
が
身
に
つ
い
て
、
心
の
込
も
っ
た
お
茶
を
点た

て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶

道
の
心
を
、
日
常
生
活
の
い
ろ
い
ろ

な
所
で
活
か
し
て
、
心
豊
か
な
人
間

に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

第
二
回

　
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
を

　
　
振
り
返
っ
て

宇部市内の小学校にて

俵山子ども歌舞伎

長門鯨回向外伝

たちばな幼稚園

NETAROUキッズⅡ

第７回
山口県和太鼓の祭典

第36回山口県芸術演奏会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
組
過
程
を
工
夫
を

凝
ら
し
て
発
表
す
る
な
ど
、
園
児
か
ら
高

校
生
ま
で
が
参
加
し
た
ス
テ
ー
ジ
は
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
も
の
と
な
り
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

山
口
県
文
化
連
盟
に
加
盟
す
る
県
域
文

化
団
体
が
、
七
月
〜
十
二
月
ま
で
の
六
箇

月
間
に
わ
た
り
、
音
楽
や
文
芸
、
生
活
文

化
等
、
二
十
二
分
野
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
を

県
内
各
地
で
開
催
し
ま
し
た
。



このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介しています。
よこがお～会員紹介～

会
長　
芳
本　
　
功

〒
７
４
２

－

０
３
２
６

　
岩
国
市
玖
珂
町
４
９
６
１

　
岩
国
市
教
育
委
員
会
玖
珂
支
所
内

　
☎
０
８
２
７

－
８
２

－

５
４
４
５

　

玖
珂
町
文
化
協
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
に
設
立
さ

れ
て
以
来
、
多
く
の
先
輩
や
玖
珂
地
域
の
皆
さ
ん
に
さ
さ

え
ら
れ
、
平
成
二
十
年
四
月
に
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
約
八
〇
〇
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
、
芸
能
文
化
部

二
十
九
グ
ル
ー
プ
、
創
造
文
化
部
十
一
グ
ル
ー
プ
が
加
入

し
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
協
会
の
主
な
活
動
は
、協
会
の
広
報
紙「
文
協
く
が
」

を
年
四
回
発
刊
し
て
い
ま
す
。
一
月
号
は
、
域
内
全
戸
に

配
布
し
、
読
み
や
す
い
と
皆
さ
ん
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

毎
年
二
月
に
は
「
芸
能
ま
つ
り
」
六
月
に
は
「
歌
と
踊

り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
玖
珂
こ
ど
も
の
館

ホ
ー
ル
が
わ
れ
ん
ば
か
り
の
観
客
を
集
め
、
一
〇
〇
人
を

超
す
出
演
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

九
月
に
は
、
写
真
展
・
絵
画
展
を
開
催
、
十
月
に
は
観

月
会
、
一
月
に
は
、「
百
人
一
首
」
新
春
カ
ル
タ
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
、
日
帰
り
旅

行
、
一
泊
二
日
旅
行
を
実
施
し
、
会
員
か
ら
安
く
て
楽
し

い
と
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、理
事
・
役
員
の
研
修
旅
行
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

玖
珂
町
文
化
協
会
は
、
今
ま
で
活
動
し
て
来
た
以
上
に

地
域
文
化
の
向
上
、
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

玖
珂
町
文
化
協
会

会
長　
斉
藤　
武
男

〒
７
５
８

－

８
５
５
５

　
萩
市
江
向
５
１
０

　
萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課
内

　
☎
０
８
３
８

－

２
５

－

３
５
９
０

　

萩
市
文
化
協
会
は
、
国
民

文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
の
開
催
を

機
に
、
市
内
で
活
動
す
る
文

化
団
体
の
連
絡
協
調
と
地
域

の
文
化
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
十
八
年
九

月
二
十
八
日
に
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
団
体
会
員
六
十
四

団
体
、個
人
会
員
八
十
五
名
、

賛
助
会
員
十
一
団
体（
個
人
）

が
加
入
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

発
足
か
ら
三
年
目
と
い
う

こ
と
で
、
ま
だ
文
化
協
会
独

自
の
事
業
を
展
開
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

他
の
団
体
と
の
連
携
の
も
と
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
平
成
二
十
年
度

は
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
と
の
連
携
の
も
と
、

「
萩
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
・
ア
ー
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
萩
百
景

二
〇
〇
八
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
萩

の
歴
史
や
文
化
、生
活
な
ど
を
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
表
現
・

展
示
す
る
も
の
で
、
萩
市
内
の
商
店
街
を
中
心
に
八
月
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
絵
画
や
写
真
、
彫
刻
、
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
、
短
歌
、
川
柳
な
ど
の
展
示
部
門
と
舞
踊
、
歌
、
大

正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
、
和
太
鼓
、

写
真
、
萩
人
形
、
彫
金
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
部
門
で

開
催
し
、
展
示
部
門
で
は
、
田
町
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

利
用
し
ま
し
た
。
日
頃
は
、
活
動
分
野
が
違
う
と
な
か
な

か
交
流
す
る
機
会
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、
こ
う
し

た
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
堂
に
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
、会
員
相
互
の
幅
広
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
地
域
文
化

が
広
が
る
よ
う
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

萩
市
文
化
協
会

会
長　
末
廣　
正
巳

〒
７
５
３

－

０
０
５
６

　
山
口
市
湯
田
温
泉
３

－

４

－

24

　
☎
０
８
３

－

９
２
０

－

１
７
６
６

　

山
口
県
合
唱
連
盟
は
、
終
戦

間
も
な
い
昭
和
二
十
年
十
月
、

県
内
の
合
唱
団
の
発
展
や
交
流

を
目
指
し
、
全
国
に
先
駆
け
て

発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
中

学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
、
職

場
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
一
般
の
六
部

門
合
わ
せ
て
約
六
十
団
体
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
柱
は
、「
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
」と「
お
か
あ
さ
ん
コ
ー

ラ
ス
大
会
」
の
開
催
で
す
。
中

国
大
会
、
全
国
大
会
へ
と
続
い

て
い
る
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

平
成
二
十
年
度
に
は
山
口
市
立
川
西
中
学
校
有
志
合
唱
団

が
県
勢
と
し
て
は
初
め
て
全
国
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会
で
も
、
山
口
市
の
ラ
ラ
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
が
全
国
大
会
の
優
秀
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
ひ
ま

わ
り
賞
」を
受
賞
し
て
い
ま
す
。ま
た
平
成
十
二
年
度
か
ら
、

合
唱
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
歌
フ
ェ
ス
」

を
、お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会
と
同
時
に
開
催
し
た
り
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指
導
者
ら
を
招
い
た
合
唱
講
習
会

な
ど
の
普
及
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

今
年
は
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
周
南
市
で
、
お
か
あ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
大
会
と
歌
フ
ェ
ス
は
山
陽
小
野
田
市
で
開
く
予

定
で
す
。

　

平
成
十
四
年
に
山
口
き
ら
ら
博
の
開
催
一
周
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
「
第
九
演
奏
会
」
や
、平
成
十
八
年
の
「
国

民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
」
な
ど
を
通
し
て
、
合
唱
を
愛
す
る

県
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
再
来
年
に
迫
っ
た
「
お
い
で
ま
せ
山
口
国
体
」

に
お
い
て
も
発
揮
さ
れ
る
機
会
が
訪
れ
る
で
し
ょ
う
。
今

後
も
、
歌
を
、
芸
術
を
愛
す
る
人
々
を
大
切
に
し
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
口
県
合
唱
連
盟
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理
事
長　
池
部　
　
豊

〒
７
５
３

－

０
０
７
５

　
山
口
市
中
園
町
７

－
７

　
☎
０
８
３

－

９
０
１

－
２
２
２
２

　

財
団
法
人
山
口
市
文
化
振
興
財

団
は
、
平
成
八
年
三
月
に
、
山
口

市
に
お
け
る
文
化
振
興
を
図
る
た

め
、
企
画
事
業
の
実
施
と
市
民
の

自
主
的
か
つ
創
造
的
な
文
化
活
動

を
支
援
し
、
個
性
豊
か
な
地
域
社

会
の
形
成
と
市
民
生
活
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
山
口
市
か
ら
指
定
を
受

け
、
山
口
市
民
会
館
、
中
原
中
也

記
念
館
、山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー

﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈
の
三
館
の
管
理
運

営
及
び
自
主
事
業
と
し
て
、
各
種

文
化
事
業
の
企
画
・
実
施
、
市
民

文
化
活
動
の
支
援
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

山
口
市
民
会
館
で
は
「
山
口
市

民
文
化
の
会
」
と
連
携
し
、
音
楽

演
奏
会
や
、市
民
参
加
型
コ
ン
サ
ー

ト
等
を
実
施
。
中
原
中
也
記
念
館
は
、
郷
土
の
詩
人
中
原

中
也
を
顕
彰
す
る
文
学
館
と
し
て
研
究
、
展
示
の
ほ
か
、

関
係
資
料
の
調
査
、
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈は
、メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
用
い
た
新
し
い
芸
術
を
国
内
外
へ
発
信
す
る
と
と
も
に
、

メ
デ
ィ
ア
教
育
に
も
力
を
い
れ
て
い
る
他
に
類
の
無
い
活

動
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
（
総
務
大

臣
賞
）、公
共
建
築
賞
（
国
土
交
通
大
臣
表
彰
）
を
受
賞
し
、

五
周
年
に
華
を
そ
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
文
化
事
業
を
通
じ
、
ま
た

他
の
文
化
団
体
、
施
設
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
山
口
市
ひ
い

て
は
山
口
県
の
文
化
振
興
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
念
頭
に
日
々

運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様

の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

㈶
山
口
市
文
化
振
興
財
団

代
表　
陶
山　
祐
二
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防
府
市
酢
貝
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山
口
県
詩
人
懇
話
会
は
、
一
九
六
四
年
に
結
成
さ
れ
、

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

昨
年
の
「
第
二
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭　

‘08
や
ま

ぐ
ち
県
詩
祭
」
は
、
十
一
月
二
十
三
日
に
、
周
南
市
で
開

催
し
た
。
詩
人
懇
話
会
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
柘
植
恭
子

の
『
国
境
線
』。
第
二
次
世
界
大
戦
の
後
、
朝
鮮
半
島
を

二
つ
に
分
け
た
北
緯
三
十
八
度
線
を
北
か
ら
南
に
逃
げ
た

と
き
、
三
歳
の
弟
の
片
足
か
ら
脱
げ
た
靴
が
中
心
に
な
っ

て
い
て
、
読
む
者
の
心
の
奥
底
に
迫
る
作
品
で
あ
る
。

　

記
念
講
演
の
講
師
は
小
松
英
生
氏
で
、
演
題
は
「
漢
詩

の
お
も
し
ろ
さ
」。
ち
ょ
っ
と
近
寄
り
が
た
い
感
じ
の
す

る
漢
詩
が
、
実
は
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
、
幾
つ
か
の
作
品
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
。
単
な
る

語
句
の
解
釈
で
は
な
く
、
作
者
た
ち
の
人
間
性
が
そ
の
ま

ま
伝
わ
っ
て
く
る
、
魅
力
の
あ
る
講
演
で
あ
っ
た
。

　
「
‘08
現
代
山
口
県
詩
選
」は
、十
一
月
十
日
に
発
行
さ
れ
、

登
載
者
は
一
〇
六
名
。
形
式
も
内
容
も
多
様
で
あ
る
が
、

概
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
生
活
に
結
び
つ
い

た
作
品
が
多
い
。
す
べ
て
に
共
通
す
る
の
は
、
注
意
深
く

見
て
、
こ
と
ば
を
選
び
、
真
実
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
詩
の
作
品
集
で
あ
る
と
同
時

に
、
こ
の
時
代
の
証
言
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
詩
に
か
か
わ

る
人
々
を
助
け
る
努
力
を
続
け

た
い
。
山
口
県
詩
人
懇
話
会
の

活
動
が
多
く
の
人
に
理
解
さ
れ
、

詩
の
作
品
を
進
ん
で
寄
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

山
口
県
詩
人
懇
話
会

会
長　
芝
口　
英
夫
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７
４
７

－
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２
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東
松
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１
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小
学
校
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３
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山
口
県
小
学
校
管
楽
器
教
育
研
究
会
（
略
称
「
山
口
県

小
管
研
」）
は
、
平
成
三
年
に
山
口
県
下
の
小
学
校
の
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
指
導
者
で
発
足
し
た

任
意
団
体
で
す
。

　

本
会
は
、
管
楽
器
を
活
用
し
て
い
る
学
校
ま
た
は
指
導

し
て
い
る
教
師
が
相
互
に
協
力
し
、
管
楽
器
を
使
用
し
た

活
動
を
通
し
て
音
楽
教
育
の
向
上
、
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
平
成
二
十
年
度
は
、

十
六
団
体
、
個
人
会
員
四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、管
楽
器
の
指
導
に
か
か
わ
る
研
究
会
・

講
習
会
の
開
催
や
指
導
法
に
関
す
る
資
料
の
紹
介
・
配
布
・

情
報
交
換
な
ど
を
年
間
に
５
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
二
月
中
旬
に
は
、
防
府
市
公
会
堂
に
お
い
て
防
府

市
小
学
校
管
楽
器
教
育
研
究
会
と
の
共
催
で
演
奏
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
毎
年
二
月
上
旬
に
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
西
日
本
小
学
校
管
楽
器
合
奏
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
本
会
加
盟
団
体
か
ら
山
口
県
代
表
を

送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
九
州
や
奈
良
県
な
ど
県
外
の
団
体
と
の
交
流

も
多
く
、
演
奏
技
術
の
向
上

や
指
導
者
同
士
の
交
流
、
情

報
交
換
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
ま

た
指
導
者
個
人
の
加
盟
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
管
楽
器

に
関
す
る
活
動
・
運
営
・
指

導
に
つ
い
て
の
ご
相
談
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
困
り
の
団
体
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

山
口
県
小
学
校
管
楽
器
教
育
研
究
会
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平
成
二
十
一
年
度　
文
化
関
係
事
業
の
概
要

■
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
推
進
事
業

　

県
下
最
大
の
文
化
の
祭
典「
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
第
三
回
と
な
る
今
回
は
、
シ
ン

フ
ォ
ニ
ア
岩
国
を
会
場
に
、
県
民
創
作
型
公
演
と
子
ど
も

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
発
表
を
中
心
と
す
る
メ
イ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
県
内
各
地
で
音
楽
、
舞
踊
、
生
活
文
化
な
ど

の
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
県

民
の
皆
様
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
概
要
〉

　

・
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

 

開
催
時
期　

十
一
月
一
日
㈰
〜
三
日（
火
・
祝
）

　
　

開
催
場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

　

・
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

開
催
時
期　

七
月
〜
十
二
月

　
　

開
催
場
所　

県
内
各
地

■
美
術
館
ま
ち
な
か
交
流
促
進
事
業

　

美
術
館
が
、
商
店
街
や
文
化
団
体
な
ど
、
地
域
の
人
た

ち
と
一
緒
に
、「
ま
ち
」を
舞
台
に
し
て
、作
品
展
示
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
ア
ー
ト
に
関
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り

と
そ
の
発
信
を
進
め
ま
す
。

〈
概
要
〉

　

・
県
立
美
術
館
◆H

EART

（ハ

ート

）2009

　
　

開
催
時
期　

十
月

　

・
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
◆
萩
ま
ち
な
か
ア
ー
ト

　
　

開
催
時
期　

十
〜
十
一
月

■
萩
美
術
館・浦
上
記
念
館
萩
焼
展
示
施
設
整
備
事
業

　

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
に
、
新
た
に
陶
芸
美
術
館
の

機
能
を
加
え
て
、
美
術
館
と
し
て
の
一
層
の
魅
力
を
高
め

注
目！

山
口
県
か
ら
のお
知
ら
せ

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ

◇
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
案
内
情
報

　

山
口
県
文
化
連
盟
加
盟
団
体
や
文
化
施
設
等
が
行
う

文
化
芸
術
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

◇
文
化
人
材
バ
ン
ク
・
文
化
芸
術
団
体
一
覧

　

地
域
や
学
校
等
に
お
い
て
実
技
指
導
や
講
義
な
ど
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
芸
術
家
・
指
導
者
等
や
、
県
内
で

活
動
さ
れ
て
い
る
文
化
芸
術
団
体
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
見
た
！
聴
い
た
！
や
ま
ぐ
ち
文
化
レ
ポ
ー
タ
ー
が
ゆ
く
！

　
「
や
ま
ぐ
ち
文
化
レ
ポ
ー
タ
ー
」
が
、
県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
る
文
化
芸
術
活
動
を
取
材
し
て
、
様
々
な
視

点
か
ら
文
化
芸
術
の
魅
力
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
度

　

秋
の
文
化
・
芸
術
関
係

表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん

■
文
化
功
労
者

　

澄
川　
喜
一

■
叙
勲

　

野
坂　
康
起（
旭
日
双
光
章
）

　

早
川　
定
雄（
旭
日
双
光
章
）

　

福
田
百
合
子（
瑞
宝
中
綬
章
）

■
地
域
文
化
功
労
者
表
彰

（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

　

飴
村　
秀
子（
芸
術
文
化
関
係
）

　

花
笠
踊
保
存
顕
彰
会

（
文
化
財
保
護
関
係
）

■
山
口
県
選
奨

　

森
重
香
代
子（
文
芸
／
短
歌
）

　

小
西　
　
守（
文
芸
／
川
柳
）

　

釋
野　
憲
章（
音
楽
／
邦
楽
）

る
た
め
、
平
成
二
十
二
年
秋
の
開
館
を
目
指
し
て
、
隣
接

地
に
陶
芸
展
示
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

情
報
満
載
！
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」

　

県
内
で
開
催
さ
れ
る
文
化
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
文
化
芸
術

団
体
、
芸
術
家
・
指
導
者
等
に
関
す
る
情
報
の
ほ
か
、
県

民
の
皆
様
に
文
化
芸
術
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
様
々
な
文
化
芸
術
情
報
を
収
集
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

◇
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

文
化
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
文
化
施

設
等
に
お
い
て
文
化
芸
術
活
動
の
側
面
的
な
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊ 

文
化
人
材
バ
ン
ク
・
文
化
芸
術
団
体
の
情
報
の
充

実
に
向
け
て
、
多
く
の
皆
様
の
御
登
録
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

＊ 

各
種
情
報
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
か
ら
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

○
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://bunka.pref.yam
aguchi.lg.jp/bunka/

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
文
化
振
興
課

　
　

☎ 

０
８
３

－

９
３
３

－

２
６
１
０

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
３

－

９
３
３

－

４
８
２
９

　
　

E-mail a19300@
pref.yam

aguchi.lg.jp

　

大
和　
祐
二（
美
術
／
陶
芸
）

■
山
口
県
文
化
功
労
賞

　

橋
口　
照
男

（
一
般
文
化
／
文
化
団
体
の
活
動
）

　

安
田　
羊
佑（
舞
踊
／
ダ
ン
ス
）

　

多
田
美
千
代

（
文
芸
／
郷
土
文
学
の
研
究
）

　

音
羽　
　
晃（
文
芸
／
短
歌
）

　

今
井　
徹
也（
美
術
／
建
築
）

　

金
井　
道
子（
美
術
／
写
真
）

　

三
木　
妙
子（
音
楽
／
器
楽
）

　

山
口
県
音
楽
協
会

（
音
楽
／
総
合
）

　

吉
部
文
化
推
進
会

（
演
劇
／
伝
統
芸
能
）
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Topics & Information トピックス＆インフォメーション

◇ 　

 

平
成
二
十
一
年
度　
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

財
団
助
成
事
業
（
後
期
）

○
対
象
者

　

 　

中
国
地
域
に
所
在
す
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
団
体

○
対
象
事
業

　

 　

美
術
の
展
示
活
動
、
音
楽
の
公
演
活
動
及
び
伝
統

文
化
の
保
存
・
伝
承
・
復
活
・
復
元
・
発
表
活
動
で

あ
っ
て
、
中
国
地
域
在
住
者
が
過
半
数
を
占
め
中
国

地
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
活
動

※ 

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

○
助
成
金
額

　

 　

 

助
成
対
象
経
費
の
二
分
の
一
を
限
度

　
　
（
原
則
一
〇
万
〜
五
〇
万
円
／
一
件
）

◇　
募
集
期
間
等

○
募
集
期
間
（
予
定
）

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
か
ら
六
月

○
申
込
方
法

　

 　

当
財
団
所
定
の
様
式
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
県
（
文
化
振
興
課
、
社
会
教
育
・
文
化

財
課
又
は
学
校
安
全
・
体
育
課
）
又
は
当
財
団
事
務

局
に
提
出
。

※ 

申
請
が
あ
っ
た
事
業
が
全
て
助
成
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

◇　
お
問
い
合
わ
せ
先

エ
ネ
ル
ギ
ア 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団 

事
務
局

　

〒
７
３
０

－

０
０
４
１

　
　

広
島
市
中
区
小
町
４

－

33
中
国
電
力
内

　
　
　

☎ 

０
８
２

－

５
４
２

－

３
６
３
９

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２

－

５
４
２

－
３
６
４
４

　
　
　

E-mail zj000005@
pnet.gr.energia.co.jp

㈶
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
が

行
う
文
化
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て

文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
各
種
支
援
情
報
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

＊ 

近
く
募
集
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

企
業
メ
セ
ナ
協
議
会

助
成
認
定
制
度
に
つ
い
て

■
助
成
認
定
制
度
と
は

　

民
間
の
芸
術
文
化
支
援
を
税
制
面
か
ら
促
進
す
る
制
度

で
、
支
援
者
（
企
業
や
個
人
）
と
芸
術
活
動
を
行
う
団
体

や
個
人
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

○
支
援
者
（
企
業
や
個
人
）
の
メ
リ
ッ
ト

　

 　

社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
を
通
じ
て
芸
術
・

文
化
活
動
へ
の
寄
付
を
行
う
と
、
税
制
上
の
優
遇
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
法
人
の
場
合
〉

　

 　

一
般
の
寄
付
金
の
損
金
算
入
限
度
額
と
は
別
枠
で
、

も
う
ひ
と
つ
の
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

特
定
公
益
増
進
法
人
へ
の
損
金
算
入
限
度
額

　

＝（ 

資
本
等
の
金
額
＊
× 
当
期
の
月
数
／
12
×
2.5
／
1000

＋ 

所
得
の
金
額 

×
５
／
100
）×
1/2

＊ 「
資
本
等
の
金
額
」は
、資
本
金
と
資
本
積
立
金
額
の

合
計
額
で
す
。

〈
個
人
の
場
合
〉

　

 　

所
得
金
額
の
四
十
％
を
上
限
と
し
て
、
寄
付
金
の

合
計
金
額
か
ら
五
千
円
を
差
し
引
い
た
金
額
が
、
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

＊ 

二
〇
〇
七
年
よ
り
（
平
成
十
九
年
度
税
制
改
正
）

○ 

芸
術
活
動
を
行
う
団
体
や
個
人
の
メ
リ
ッ
ト

　

 　

企
業
や
個
人
か
ら
の
寄
付
金
を
集
め
や
す
く
な

り
ま
す
。

○
申
請
者
の
資
格

　

・ 

営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
あ
る
い
は
任
意
団

体
で
、
定
款
か
寄
付
行
為
、
規
約
を
有
し
、
代

表
者
の
定
め
の
あ
る
も
の

　

・
芸
術
活
動
を
行
う
個
人

　

・ 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
芸
術
家
・
芸
術
団
体
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
う
ち
、
プ
ロ
並
み
の
活
動
を
行

う
団
体
・
個
人
等

○
対
象
と
な
る
活
動

　

・
分
野

　
　

 

音
楽
／
美
術
／
演
劇
／
舞
踊
／
映
画
／
メ
デ
ィ

ア
芸
術
（
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
等
）
／

文
学
／
芸
能
（
伝
統
芸
能
、
民
族
芸
能
等
）
／

生
活
芸
術
（
茶
道
、
華
道
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等
）

　

・
形
態

　
　

 

芸
術
作
品
の
発
表
活
動
（
公
演
、
展
覧
会
）
／

芸
術
の
普
及
向
上
を
目
的
と
し
て
広
く
一
般
に

公
開
さ
れ
る
活
動
（
芸
術
祭
、
コ
ン
ク
ー
ル
、

セ
ミ
ナ
ー
等
）

　

＊ 

活
動
の
内
容
に
よ
っ
て
は
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

※ 

本
制
度
に
関
す
る
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w.m
ecenat.or.jp

）
で
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

◇　
お
問
い
合
わ
せ
先

山
口
県
文
化
振
興
課

　
　
　

☎ 

０
８
３

－

９
３
３

－

２
６
１
０

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
３

－

９
３
３

－

４
８
２
９

社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会（
助
成
認
定
制
度
担
当
）

　
　
　

☎ 

０
３

－

３
２
１
３

－

３
３
９
７

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３

－

３
２
１
５

－

６
２
２
２
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